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大学構内の「立入り禁止」と
警察の「構内実地検証」について
本年度入学試験は去る 3月23, 24日の両日にわたっ
て， 昨年と同様，「入試関係者以外の構内立入り禁止」
という学長告示のもとに行なわれた。殊に今年度は22日
早朝より 3 日間にわたる 「立入り禁止」 が実施され，
学生諸君はもとより， 本学関係者にも何かと迷惑をか
ける結果となった。 入試の際， 昨年に続いてとられた
このような異常な措置が， 全学にとって好ましいもの
でないことはいうまでもない。 学生部はもとより， 全
学にとって平常通りの学園の姿の中で入試が行なわれ
るに越したことはないだろう。 しかし， 本年度もこの
ような措置がとられるに至った経過は， おおよそ次の
ような最近の学内外の情勢が考慮きれ， 検討された上
でのことであった。
去る 2月15日， 教養部の学生は翌日日よりの無期限
の授業放棄を宣言し， その夕刻一部ヘルメット着用の
学生たちによって， 教養部内の机， 椅子が無断で持ち
出され， それらを同部玄関に積み重ね， 数日のうちに
υ殆ど閉鎖に近い状態がっくり出された。 続いて 2月
ω日， 文 理学部理学科でも学生によって， 同様， 無期
限の授業放棄が決定きれた。 3月 9 日には午前 9 時過
ぎより， 一部学生がヘルメッ卜， 覆面姿にこん棒， 鉄
ノfイプ等を携えて構内を横行し， はては火焔ビン様の
ものまで数本ではあるが， 構内食堂付近の道路， 空地
に投げつける始末であった。 更に 3月15日には理学科
その他一部学生によって， 文 理学部長室前の廊下に，
ききと同様， 机・椅子その他が不当に運び出され， 鉄
線を用いて高〈積み重ねたため， 部長室， 会議室は完
全に使用不能の状態となり， 縛りつけられた黒板ある
いは窓ガラス等には「封鎖」 の文 字が書き散らされて
いた。（後でわ かったことだが， 部長室入口のドアー
はこわされていた。）どのような行動にも当事者にとっ
ては， それなりの理由があることだろう。 しかし， た
とえどのような理由があろうと， 既にこれまで数回に
わたって， 暴力的行動についての学長告示が出され，
厳しく警告ーされているにも拘わらず， 未だに， この種の
事態の発生をみることは， 入試を目前に控えて， 全学
的に極めて憂慮すべき事柄と考えられた。 他方， やが
て入試実施の期日も迫り， 例年のことではあるが， 受
験場としての本学教室の不足のため， 今年もまた数校
の高校校舎を借りる準備が進められていた。 それらの
試験場の平静を保つため，最近の慣例として，当然，立
入り禁止， 警備要請がなされるのであるが， そのこと
と， さきの学内情勢などをも考え合せて， 本学受験場
全体の環境整備の問題として， 昨年と同様の措置の必
要性が不本意ながら次第に強められていった。 その点，
学生部は補導協議会にはかりその後 2月29日の入試管理
委員会では， 五福地区にあっても出来るだけ短期間の
受験場立入り禁止の措置をとるよう， 学生部から提案
された。 しかし， その後は管理委員会， 評議会と回を
重ねるにつれて， かえって禁止時刻を早める意見が提
出きれ， これまでに見苦しく汚きれている学内の清掃，
受験場の整備等のためには， 時間的ゆとりをもって禁
止時刻を22日早朝とすることの可否が討議され， 3月
17日の評議会においては22日朝 6 時より2 4日午後 5時
までの 3 日間の立入り禁止が決定されたのである。
学生部としては「入試粉砕」の文 字も学生のビラに散
見きれ， 学生自身が後輩の入試を妨害することはあり
得ないとは考えながら， それでも万が一起りうる無用
の摩擦や妨害一切を避けたいとして， 早朝の立入り禁
止もやむを得ないと考えていた。 学生部の予想、では22
日 6 時禁止表示， 7 時頃より教職員の手で乱された 学
内の整備に着手し， 翌日の入試実施準備に万全を期し
たいということで、あった。
現実の22日朝の事態は予期しないものであった。早朝
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る学生たちが校内より退出すると同時に警官たちは，
それまで手にしていた橋を門外に置いて実地検証にと
りかかった。 検証に際しては， それぞれ指定された場
所で各部長が， また， 理学科学友会室に対しては執行
委員長の学生が立ち合った。
受験環境の平静のみを願っていた本学としては正に
不測の出来事であった。 それにしても， 立入り禁止の
措置と， それに付随して生じた出来事を通して多くの
人々の心を煩わしたことに対しては， 大学として，
の度の措置をめぐって種々反省を強いられている。
同時に， このたびのように警察の強制立入りという事
態をひき起す原因を学内に決して作らぬよう， 改めて学
生諸君に強〈注意を喚起したい。 暴力行為に関する学
長告示による再三の警告を無にしないよう，慎重を期され
たいということが全学の望みでもあるだろう。（学生部）
から20名余りのヘルメット学生が「ロック・アウト粉砕」
を叫んで構内をデモし， 文 理学部前の通りに反対意志
を表明する立看板を背にして坐り込み， 6 時2 0分頃，
姿を見せた厳しい警察力の姿勢に対して反抗の態度を
と
強〈示していた。
当日， 警察側のいう強制立入り検査は， 本学の 「立
入り禁止」励行のための警備要請とは別個の， 学内不
法行為に対する警察側独自の判断に基づくものであっ
た。 警察としては建造物侵入に関する捜索並びに検証
等のため， 既に法的手続をも済まし， 学内数か所に対
するそれぞれ必要な令状を用意して構内に立入り， 場
所を限定して文 理学部長， 教養部長の立ち合いを求め
ていた。 警備を依頼していた本学， 学生部としては， 多
数の武装警官の学内立入りには不本意であったが，
れに応じないわけにはいかなかったのである。 反対す
そ
本年度本学各学部卒業式は学部によって卒業時期も異なり， 不統
ーな形で行なわれ， 学長より次のような文章が「卒業生への言葉」
として印刷され， 各学部において卒業生一同に配布された。
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来外国に依存し輸入によるものでしょうが， 今日で
はわが国の技術は単に模倣だけではなし それぞれ
の分野で多くの技術者の協力により工夫改良きれ，
我が国で発展したものであります。 これは例えば西
欧文 明の基礎となったと考えられる金属活字が， 東
それが西洋へ噂
秀藤後学 長
本日ここに昭和46年度学部卒業生および専攻科修
了生諸君の卒業の門出を迎えるにあたり， 衷心より
お祝いを申し上げます。 またこの慶ぴの日を迎える
までに払われたご父兄のご辛苦に対しては深い敬意
と感謝の意を表したいと思 います。
洋で早期に発明されたものであり，
として伝えられ， 半世紀余りも遅れて発明されたこ
とになっているという事実にもうかがわれ， 私も最
近そのことを知って驚いている次第であります。 最
近， 盛んに使用されているキャタピラは無限軌道と
して既に明治の末頃に富 山で開発され，
で盛んに活用きれて再び逆に日本に上陸したもので，
私なども海外技術であるかのように思っておりまし
その他これに類することも多いことでしょう。
今後， 情報が迅速に得られるとはいえ， 多くの技術
者が常に協力して一つの技術を多方面に活用するこ
諸君の大部分はこの四年間また専攻科の諸君はそ
の上さらに一年間の大学生活を終え， 高い教養と，
高度の専門技術を身につけられたのであります。 諸
君の小学校に始まる長い学園生活もこれで終り， いよ
いよ明日より新しい人生にスタートされることとな
それが海外
た。
りました。
昨年後半以来， 世界の経済界は変動期を迎え当然
我が国もその混乱に巻き込まれました。 戦後， 荒廃
より立ち直った我が国の産業界は急速なる技術革進
により次第に先進国に追いつき国富の増大と国民生
活の向上にも寄与してきました。 それらの技術は本
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とが益々必要であります。
諸君は社会人として今後活躍されるにあたり， 共
同者のみならず多くの人との和が大切であります。
その点， 諸君は研究は勿論各種のスポーツにおいて，
あるいはその他のクラブ活動においても十分に体得
せられたことでしょう。
すでに最高の教育と研究法を学ばれたと同時に，
充分教養を身につけられたのですから， 諸君を迎え
る社会において， それがたとえ少人数の課内係内 で
あってもその平和を乱さぬよう心がけると同時に更
に人間味豊かな人格を形成きれ， 常にその中心的人
物として， 良きリー ダーとなられるよう期待致しま
す。
諸君が入学された時は， おりあし〈全国的大 学紛争
のさなかであり，在学中の勉学についても不満があっ
たことでしょう。 しかし， その間いろいろと考えさせ
られたこと， 経験されたことなど， 考えようによっ
ては却って今後の人生にプラスとなるとも思われます。
大学の整備も紛争などのため遅れましたが， 図書
館の新築や用地の購入など決定し， だんだんと改革
出来ることは改革して参りますので， 卒業後も諸君
の御支援を得たし また時折りは母校を訪ね， 永〈
心のふるさととされるよう希望致します。
最後に十分に健康に留意されて 、生涯教育。 とい
う言葉もあるように何によらず今後も研績を続けて
社会，人類の福祉に貢献する人生を送られるよう希望
して私の告辞と致します。
昭和47年3月18 日
CQ.>CQ.>“問。。判明CQ.>叫ncQ'CQ。叫F見。。“拘CQ.>r:,()。CQ.>C.C拘CQ.>Cj”“拘凶同
一一文 理 学 部一一
文 理学部では， 本年は卒業式を行なわず文 学科は
3月18 日卒業生56名， 理学科は3月31 日卒業生91名
に対し， 両 日ともそれぞれ午前10時から各専攻ごと
に研究室で主任教授より卒業証書が手渡された。
一一教 育 学 部一一一
教育学部卒業式は3月18 日午前11時より本学学生
会館大集会室にて教官来賓， 父兄等 100 名余りの列
席のもとに行なわれた。 女子学生が多数を占める当
学部だけに成人式を思わせる華やかさも見られ， 卒
業生， 修 了生数合せて 167 名， 個人ごとに学部長よ
り証書を手渡された後， 一応静かに式辞， 祝辞に耳
を傾けていた。 式後， 引き続いて学窓会より折詰が
贈られ， 更に祝宴代りに各人に盃が配られ一斉に乾
杯するという和やかさだった。
一一経 済 学 部一一
経済学部では， 一般の四年生の卒業式は遅れて，
4月26 日の予定である。 しかし， 昨年3月卒業予定
者のうち延期になっていた11名の卒業式が， 3月18
日に経済学部会議室で行なわれる手筈になってい
たところ， 一部学生の動きによって， 卒業式が不可
能な状態となり， そのため， 卒業証書は， 同 日， 学
。()':le耳初見。。。。『�命。O'>CU'CQ。
務係室で卒業生に手渡された。
一一薬 �角τ7 ーァ 部一一
薬学部では特に卒業式は行なわれず， 103 名の卒
業生に対し， 卒業証書は各研究室で渡された。 これ
とは別に， 当 日の午後， 卒業生主催による卒業パー
ティが催され， 教官も多数これに参加して卒業を祝
った。
一一一工
尚早J
部
一一
工学部卒業式は， 3月18 日午前10時より講義棟8
番教室で後藤学長臨席のもと， 紋付姿も散見される
7 学科の新学士， 学部教官， 息、子の晴れ姿を一目見
ておこうと来席された若干の父兄の参集のもと， 和
やかに取り行なわれた。 終わって11時より， 旧講堂
において同窓会と共催の壮行会が盛大に催され， 意
気盛んな317 名の新社会人たちは， 快晴の大空のもと
に元気に巣立って行った。
一大
学
院修士
学
位記授与式一
第 8 回薬学研究科修士課程修了生12名， 第 4回工
学研究科修士課程修了生14名に対する修士学位記授
与式は，3月17 日午前11時から本部会議室において関
係教職員列席のもとに行なわれ， 式辞の後， 学長より
各人に学位記が手渡された。
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